
 

 

 

 

 

 

「企業広告」を活用した 

避難所看板の蓄光補助看板のご提案  

 

            株式会社Ｃ－Ｔｅｃｈ 

 



東日本大震災から学んだこと 

 
われわれは、３．１１の東日本大震災からさまざまなことを学びました。 

中でも、大きな課題となったのは、「真っ暗になった場合の身の安全の確保」です。 

もし、真っ暗になった場合でも、避難所を知らせる「光る避難所看板・避難誘導看板」があったら・・・ 

 

「安心」「安全」な街を目指して、 

   指定避難所への「光る避難誘導看板」作る！   

 

しかし、現状は設置の予算の問題から避難誘導看板の蓄光化が普及していない状況です。 

この問題を解決すべく、株式会社Ｃ－Ｔechは企業広告を利用した「蓄光補助看板」をご提案いたします。 

 



避難誘導補助看板の「蓄光化」のスキーム 

 

企業様より企業広告を募集    企業様のご負担額は約６～１０万円程度です。（補助看板の大きさにより異なります） 

       ↓ 

蓄光補助看板の取付場所指定 

       ↓ 

蓄光補助看板の作成         （例）   

       ↓ 

蓄光補助看板の取付 

 

これまで、予算の問題で避難誘導看板の蓄光化が出来ずにいたものが、企業様の企業広告により補助看板が

蓄光化され、夜間でも避難所・避難場所か安全に確認できることとなります。 

 

 

evacuation area 
    ○×工業株式会社 



株式会社Ｃ－Ｔｅｃｈの「避難誘導補助看板」は、群を抜いたパフォーマンスを持つ「蓄光塗装膜ＬＢ 

５００」を使用します。 

   蓄光塗料膜ＬＢ５００の特徴    

数ある蓄光素材の中で、当社が開発した「ＬＢ５００」は、自動車の塗装技術を応用したものです。 

耐久性は自動車の塗装と同様、輝度は従来の樹脂系より高輝度として認められています。 

軽量で高性能、高耐久性でしかも幅広い素材や形に塗装可能です。 

自動車に用いられる塗装と同等レベルの成分性能・塗装工程のため、耐久年数は７年以上の性能を発揮

します。 

ＪＩＳ ９０９７ Ⅰ類 

特許出願Ｎｏ．２０１４－０３２２７５ 

暗所で１２時間以上、目視可能です。 

 



蓄光補助看板のイメージ 

施工前（昼間）              施工後（昼間）               施工後（夕暮時） 

         

施工後（夜間） 

 



 

避難誘導蓄光補助看板は、 

 

１． 予算の関係で避難誘導看板が蓄光できない場合、蓄光の補助看板をつけることにより、避難所の 

存在が暗闇時においても認識が可能になり、安全が確保されます。 

２． 蓄光補助看板は、本看板に対して制約が無いため英語、ハングル、中国語等での表記が可能であ 

るため、地域住民の方ばかりではなく外国人の方にも容易に認識が可能となります。２０２０年の東 

京オリンピック、パラリンピック等の国際大会や、観光に訪れる外国人が増えると予想されますので、

有効な安全対策といえます。 

３． 蓄光補助看板はサイズに制約が少ないため、企業様の予算や補助看板の記載文字数により、自由

に作成可能です。（縦のサイズは、約３０ｃｍ～６０ｃｍ） 


